
学 校 沿 革

明治６年９月 高木，燈明寺に各小学校が設置される。
明治41年３月 高木尋常高等小学校が本校となり，灯明寺尋常小学校が分校となる。
明治43年11月 高木区地籍64字境割に新築移転。同日(同年11月22日)を学校記念日とする。
明治44年５月 中藤尋常高等小学校と改称。
昭和16年４月 国民学校令により中藤島村国民学校となる。
昭和22年４月 ６・３制の学制改革に伴い，吉田郡中藤島村立中藤小学校と改称。
昭和22年12月 中藤小学校ＰＴＡ創立。
昭和23年６月 本月28日福井大地震。全校舎倒壊する。
昭和23年12月 校舎再建。昭和24年12月ほぼ完成する。
昭和30年３月 福井市へ編入合併，福井市中藤小学校となる。
昭和43年７月 プール完成。
昭和46年３月 鉄筋北校舎完成。灯明寺分校閉校式。
昭和48年４月 鉄筋南校舎完成。
昭和49年６月 学校給食研究発表会をする。研究主題「正しく楽しい学校給食」
昭和49年11月 開校百周年記念式典を行う。
昭和51年３月 県教育長より，研究主題「心身の調和的発育をめざす保健指導の進め方｣の

研究により教育研究賞受賞。
昭和51年４月 創意工夫の育成指導について科学技術庁長官賞受賞。
昭和51年４月 南校舎増築工事竣工（６教室）
昭和52年10月 学校給食の運営，指導が適切，優秀により文部大臣賞受賞。
昭和54年２月 福井県管楽器アンサンブルコンテストで，金賞受賞。
昭和54年４月 昭和54・55年度安全教育の指定（日本学校安全会および福井市教育委員会）
昭和54年11月 私達の理科研究「最優秀賞」受賞。
昭和54年12月 南校舎増築工事完了。放送室改装工事完了。
昭和55年10月 福井県学校保健会（標語の部）県学校保健会会長賞受賞。
昭和56年８月 ＮＨＫ合唱コンクール福井・坂井地区大会金賞受賞。
昭和56年11月 学校安全優良校として日本学校安全会県支部長及び文部大臣より表彰される。
昭和57年８月 安全教育推進優秀園として中藤幼稚園が内閣総理大臣賞受賞。
昭和57年11月 優良ＰＴＡとして文部大臣賞受賞。
昭和60年３月 体育館完成。中藤幼稚園休園。
昭和63年12月 図書館，多目的ホール，他を増築し全校舎の鉄筋化が完了。中庭完成。
平成６年４月 文部省，県教委，市教委より道徳教育推進校の指定を受ける。
平成７年10月 学校保健統計調査が優秀により文部大臣表彰受賞。
平成７年11月 道徳教育推進校として，盛大に研究発表大会開催。
平成８年３月 県教委より教育研究奨励賞受賞。
平成11年11月 図書館情報システム化完了（パソコン検索による貸し出し）
平成12年４月 「あいさつ運動推進校」に委嘱される。（３年間）
平成12年５月 パソコン運用開始（パソコン２２台導入）
平成12年９月 校庭改修工事完了。
平成12年10月 「なかふじっこ１１０番」設立。
平成13年７月 プール完成。（竣工式実施）
平成13年11月 自主研究発表会「Ｔ・Ｔによる算数科の指導法の工夫改善」
平成15年４月 「放課後学習チューター実施校」に指定され，補充学習を実施。（２年間）

「ＮＩＥ教育実践校」の指定を受ける。（２年間）
平成15年７月 パソコン室にエアコン設置。
平成17年４月 学力向上拠点形成事業｢確かな学力育成のための実践研究事業｣推進校の指定

を受ける。（３年間）
平成18年10月 「確かな学力育成のための実践研究事業」中間研究発表会
平成19年11月 「確かな学力育成のための実践研究事業」研究発表会
平成21年４月 福井市より「学校環境ISO」の認定を受ける。
平成23年４月 福井大学教職大学院の拠点校になる。
平成25年４月 児童数の増加に伴い，現在地に新築移転する。児童数は750名。
平成25年11月 公開研究会の実施。
平成26年４月 児童数は792名。11月に公開研究会を実施。
平成27年２月 藤棚設置（ＰＴＡより）
平成27年４月 児童数は805名。11月に公開研究会を実施。
平成28年４月 児童数は827名。11月ソメイヨシノ植樹（校舎北側）
平成29年４月 児童数は820名。
平成30年４月 児童数は813名。
平成31年４月 児童数は802名。
令和２年４月 児童数は761名。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、臨時休業。学校再開日（６月１日）
大雪の為、臨時休業（１月１２日～１５日）

令和３年４月 児童数は739名。GIGAスクール開始。（タブレット、一人一台導入）
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、学級閉鎖。（延べ１２学級）

令和４年４月 児童数は738名。11月に全国小学校道徳教育研究大会を実施予定。


